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人 口と面 積( 62. 12. 1)

世 帯　231, 129
人 口　636, 687
男　322, 741
女　313, 946

面 積　53. 25 ㎞2
人口密度　11, 957 人/ ㎞2

あけまして おめでとうございます

荒 川( 千住新橋付近)

足 立 区 長

古 性　 直

区
民
の
皆
さ
ま

、明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
は
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え

、

商
齢
化
社
会

、
高
度
情
報
化
社
会
へ
と
急

速
に
向
っ
て
お
り

、
杜
会
の
仕
組
み
も
変
わ

り
つ
っ
あ
る
時
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

。こ
う

し
た
時
代
の
う
ね
り
を
受
け

、区
政
に
と
っ

て
も
解
決
す
べ
き
行
政
課
題
は
決
し
て
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
蔭
さ
ま
で
昨
年
は

。ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
建
設
等
の
施
策
を
着
実
に
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。同
時
に
水
回
廊
構
想
等
の

計
画
も
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
計
画
実
現
の
た
め
に
は
多
額
の

財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
。

幸
いに
も
当
区
は
行
財
政
改
革
が
順
調
に

進
ん
だ
た
め
区
財
政
は
健
全
化
し
て
お
り
、

積
極
的
な
事
業
展
開
が
可
能
ど
な
って
お
り

ま
す
。

私
は
、可
能
性
を
秘
め
た
こ
の
足
立
ぼ
を

さ
ら
に
心
忝
か
な
住
み
よ
いま
ち
に
す
灸
沁

に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。区
議
会

そ
し
て
区
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
が
。皆
さ
ま
に
と
って
幸

多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
、心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

足

立

区

民

憲

章

足
立
区
は
四
方
を
川
に
か

こ
ま
れ
た
、
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
人
情
味
あ
ふ
れ
る
東
京

の
下
町
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、足
立

区
民
で
あ
る
芒
に
誇
り
と
責

任
を
も
ち
、調
和
の
と
れ
た

心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
を

き
ず
く
た
め
、区
民
の
総
意

で
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、健
康
に
心
が
け
元
気
に

働
き
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
教
養
を
商
め
世
界
を

む
す
ぶ
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

一

、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、
お
も
い
や
り
と
感
謝
の

心
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

一

、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
自
然
を
愛
し
資
源
を

大
切
に
し
て
清
潔
な
美
し
い
ま
ち
を
つ
ぐ
り
ま
し
冫
つ
。

】
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
き
ま
り
を
守
り
力
を

合
わ
せ
て
自
立
す
!
F

和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

足立区議会議長

川 下 政 信

区
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
済
福

と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す

。

昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
後
の
議
挺
就
任

以
来
、議
会
の
円
滑
な
運
営
と
区
政
の
伸
展

を
第
一
義
と
し
て

。
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
諸
施

策
が
順
調
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
杵
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
も

の
と
、心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す

。

議
会
に
は

。
舎
人
新
線

、
常
磐
新
線
の

早
期
実
現
、
都
市
計
画
事
業
心
推
進

、
公

共
下
水
遊
の
整
備

、商
工
業
等
産
業
振
興
、

福
祉
・
教
育
内
容
の
充
実

、
生
涯
教
育
の

推
進
な
ど
ゐ
対
策
に
つ
い
て

、ぼ
民
の
皆
様
か

ら
多
く
の
ご
要
望
を
濆
い
て
お
り
ま
す

。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
こ
と
が
、私
達
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、国
及
び
都
の
施
策

と
相
ま
っ
て

、
最
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う

努
力
す
4
隻
悟
で
あ
り
ま
す

。

昭
和
六
十
三
差

等

、二
十
一
世
紀
へ
の

飛
躍
の
年
と
し
て

、内
容
充
実
の
た
め
全
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
。一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、か
さ
ね
て
皆
様
に
幸
わ
廿

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

。
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た だい
ま足立区上空 800 m

!

師走の 一 貳 区内2 寉 ● 気球に乖つ
て散歩してみました。今まで 見ることので

きなかっだ 足 の魅力 を゙簫寿んに紹

介します。W
χ yy な

案内役は、ミスモモコちゃr 。

●モモコのティータイム●

足立区つてほんとに川の多いところだなと思い泄した。四万を取

り囲む各河川。区内を横切る大河荒川とその河川取の雄大さには、

罵きと感動さえ覚えました。また、僅宅か密集しているなかにも、公I
や衝路樹、畑や屋敷林などの緑を見ることかでき、5ぷつびりほつ

とし豕しだ。今後ますl す貴書となるこれらの水と綾、大切にして

もらいたいですa 。

● モモコ プロフィール●

初めまして私モモコ。区民のみなさんのため、広報に少しでも貢献できればと思いイメージガー
ルを引き受けました。以餓、よろしくおI い默します。

Mor ei nt er es t i ngMor eusef ul KOHOADACHI
も っ と た の し く もっ と や く だ っ　 あ だ ち 広 報

天気快晴 視界良好 気分最高!

― ユニークな姿をみせる垳川。
風車のある楽

しい
公 園もあります―

―
昭
和39
年に

建
てら

れ た花
畑 団 地。

この 地 域 は
、
団 地 の 出現によ っ

て大
き
く

変化し
ま
し
た ―

住宅のなかに滝の流れを発見! (
花畑記念庭園62. 9 撮影)

―中、高層の 宅が連なる
ベッ タウン竹の塚―

見沼代親水公園

Γ λ 渺
嵎夲 啗

謇
冫ふ

彖泰
夊1 や 曜 煢淋 か残 う て い j 乙叭

これこそ水と球の原点です。
( 亂沼代親水公閥62. 6撮影)

― 面 積
6 8 . 8へ ク 夕 ー ル の 舎

人 公園
も着々 と 整

備さ れ て き まし た
―

「区
内
で

一

番
大 き
な
都市農

業公園も

箱
庭
みた

い

に見え
ま す

ね」

四 季 鄒} 折りの 薨を 見ることが でき ます|

廊 市 輿 裏 公I 62I 4 櫑 影)

「 放 射11号
線 。 こ の路 線 に 新線が

走 る 予 定 ら
し い ん だ け

ど、 早 く乗っ
て 見た い

ナ 」

―幾多の星霜を経てきた西新井大師の
杜も住宅の波にうもれそう―

「 雄 大 な 荒川 の 流 れにし ばし 絶 句 」

―63 万 都 市 足 立 の 玄 関 口 北

千 佳 。瑠 龕 、北 千 苣 駅 員 卩 再I

喬 や 睛 田J 1i ウ 耆一iタ ー フl ンt 針

覊 な ど ピ ック プ・ ジ ヱク1が 日 自

押Lg 摺 内 有 數 の 刪 椰 心 を め ざL

て、今 後 の 受 晨 が 爾 特 され ま す

― すっかり名所となった 加平メガネランプ―

「足立の摩天楼発見。14階の住宅が青空に向かっ
て建ち並んでいる姿は壮観です( 大谷田団地) 」

「330メートルにわたる楽しい
動物壁画がありました( 中川緑道) 」

今
回
使
用
し
た
写
輿
を
希
望
者
に
実
賢
で
お
わ
け
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
広
報
係
a
8
8
2
1
1
1
1

㈹
ま
で
。
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募集
催しもの

2
0
歳
に
な
っ
た
お
祝
い
に

成
人
の
日
の
集
い

2
0歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
。
今
年

は
一
人
の
杜
会
人
と
し
て

、新
し

い
門
出
の
年
で
す
。

そ
こ
で

、成
人
に
な
ら
れ
た
方

を
対
象
に
「
成
人
の
日
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す

。

成
人
と
な
ら
れ
た
万
に
は
、年

癶
状
(

案
内
状
)

を
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、当
日
案
内
状
を
お

持
ち
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、服
装
は
平
服
で
お
願
い

し
ま
す

。

日
時
・
場
所

別
表
心
と
お
り

対
象

昭
和
4
2
年
4

月
2

日
I
4
3

年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
ぢ

※
各
会
や

にむ
駐
叺
場
か
あ
り
ま

せ
ん
の
で

、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

夲
庁
舎
・
文
化
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

区民スキー
スクール

日
時
2

川
2
5
H

、
午
後
9

時

夲
庁
舎
前
出
兒

恚
J
日
夜

、

帰
着
予
定
(
3

泊
4

日
、
車

中

―
泊

、5

食
付
)

場
所

安
比
高
庫
ス
キ
ー
場

対
象
K

内
佃
住
・
在
勤
・
在

学
心
方

定
員
4
0

名
(

先
着
順
)

費
用
　
5

万
2

千
円
(

昼
食

、

リ
フ
ト
代
は
各
自
負
担
)

申
込
方
法

参
加
費
を
持
参
し

て

、パ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(
北
千
住
3
-
7
5

　
眤
7
9
0
0
)

ま

た
は
鈴
木
薬
局
(

緑
町
2
1
1
0

　
咄
4
8
8
2
)

ヘ

問
合
せ
先

パ
ム
ス
ポ
ト
ッ
、鈴
木

薬
局
ま
た
は
夲
庁
舎
・
体
育

課

　
眤
―
―
―
―
㈹

1
月
のプ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
会

□
新
春
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
映

画
の
特
別
投
映
会

日
時
1

月
5
日
～
7
日
、午

前
1
0時
3
0分
、午
後
1
時
3
0

分
・
3
時
(
1
日
3
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
プ
ラ
ネ
タ
ー
ウ
ヤ
・「
冬

の
星
座
と
友
陽
系
の
旅
」

▽
映
画
…
ア
ラ
「
竹
取
物
語
」

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
映
会

日
時

毎
週
L
曜
日
、午
後
2
時
、

午
後
3
時
3
0分
T

日
2
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

内
容

「
冬
の
星
座
と
太
陽
系
の

旅
」(新
界
特
別
投
映
会
と
同

じ
で
す
)

定
員

い
ず
れ
も
1
7
2
人
(
各
同
先

着
順
)

費
用

い
ず
れ
も
、▽
1
5歳
以
下

…
煢
4
▽
1
6歳
以
上
…
1
0
0
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
參
業

係

一
芯
8
8
0
1

足 立区
職 員 募 集
社 会教育
看護婦

職
種
・
採
用
予
定
人
員

▽
杜
会
教
育
…
2

人

▽
看
謾
啼
・
:
1
人

選
考
日

い
ず
れ
も
1

月
2
6
日
(

火
)

採
用
時
期
4

月
1

日

応
募
資
格

▽
杜
会
教
育
…
昭

和
3
3
年
4
月
2

日
以
降
に
生

ま
れ

、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

↑

芳

出
人
字

蔘

稟
し

、

か
つ
大
学
で
社
会
教
育
法
第
9

条
の
4
第
3

号
に
定
め
る

杜
会
教
育
に
関
す
る
科
目
の

単
位
を
修
得
し
た
人
(
見
込

み
も
可
)

凹
大
学
を
卒
業
し
、杜
会
教

胄
法
第
9
粂
の
5
に
定
め
る

講
習
を
修
了
し
た
人

▽
看
護
婦
・・・
昭
和
2
8年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
、n
護

婦
免
許
を
有
す
る
人
(
文
部

大
臣
が
養
成
施
設
と
し
て
指

定
し
て
い
全
(
攣
の
学
科
を
卒

業
し
た
人
は
除
く
)

応
募
方
法

次
刀
も
の
を
持
番

し
て

、
直
接
窓
日
へ

▽
杜
会
教
育
…
履
歴
書

、成

績
証
明
齊
、単
位
取
得
証
明

書
、卒
業
証
明
番
を
各
1

通
。

な
お
、口
で
申
し
込
む
場
合

は

、杜
会
牧
育
七
事
講
習
修

了
証
も
提
出

▽
看
謾
婦
…
履
歴
書
1

通

申
込
期
限
1

月
1
4
日
(
木
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

人
事
係

　
鮒
1
1
1
1

㈹

お

知

ら

せ

2
0歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

成
人
を
迎
え
ら
れ
だ
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す

。

2
0歳
に
な
り
ま
す
と
、成
人
と

し
て
多
く
の
権
利
や
義
務
が
生
匕

ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

わ
が
国
は
誰
も
が
い
ず
れ
か
の

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
、老

後
に
手

筈
を
受
け
る
し
ぐ
み
に
な
っ

て
い
ま
す

。

国
民
年
令
に
は

、
J

歳
以
卜
6
0

歳
未
満
の
ぢ
で
、厚
生
年
金
や

共
済
組
今
な
ど
職
場
の
年
令
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
自
営
業
者
な

ど
と
そ
心
家
族
の
な
が
、必
ず
加

人
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
0歳
に
な
っ
て
ま
だ
加
人
刀
F

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、昼
間
部
の
大
学
生
な
ど

は
、希
望
で
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

国
民
年
令
に
加
入
す
る
と
・
6
5

歳
か
ら
「
老
齢
基
礎
年
金
」が
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、万
一
、
障
害
若

に
な
っ
た
と
き
や
、
ご
L
人
が
亡

く
な
り
吩
f

肚
帝
に
な
ぶ

と
き

な
ど
に
も
年
余
か
受
け
ら
れ
ま
す

。

手
続
き
場
所

中
夬
夲
町
・
H
∵

適
川
係

、
ま
た
は
各
K

民
事

務
所

問
合
せ
先

中
夬
夲
町
庁
舎
・

適
川
係

　
四
5
1
5
1

国
民
年
金
相
談

閥
民
年
令
に
関
す
る
疑
問
や
制

度
に
つ
い
て
、く
わ
し
く
知
り
た
い

方
刀
た
め
に
、園
民
年
金
刀
相
談

を
行
い
ま
す

。

町
日
は
妃
皀
杜
公
保
険
嘔
務

所
か
ら
専
門
官
か
来
所
し
、質
問
、

相
談
な
ど
を
そ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
1

月
6

日
(
水
)

午
前
1
0

時
～
午
後
3

時
3
0
分

場
所

中
夬
夲
町
庁
舎
2

階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

　
牋
5
1
5
1

発
行
し
ま
し
た

「
区
議
会
だ
よ
り
縮
刷
版
」

区
議
会
で
は
、議
会
活
動
の
様
F

を
区
民
の
簪

旡

に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、昭
和
4
2年
4

月
に
「
区

議
方

よ
り
」を
創
刊
し
ま
匚
だ

。

以
来
、
発
行
の
つ
ど
、
新
聞
折

込
み
等
の
方
法
で
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

こ
ほ

ど
、区
議
会
だ
よ
具
1

号
～
回
号
を
収
録
し
た
区

議
会
だ
よ
り
縮
刷
版
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

縮
刷
駁
は
、区
内
の
各
図
書
館

お
よ
び
本
庁
舎
1

隋
、
中
央
夲

町
庁
舎
2

階
の
情
報
公
開
課
で

、

ご
覧
に
な
れ
ま
す

。ま
た
、情
報

公
閧
課
で
1

部
千
6
5
0川
で
販
売

も
し
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
K
議
会

參
務
局
調
杳
係

　
昵
1
1
1
1

㈹

保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」

空
室
が
あ
り
ま
す

伊
a

高
原
「
あ
だ
ち
荘
」
、
熱

海
「
あ
だ
ち
荘
」
と
も
に
1
月
利

用
分
に
空
室
『か
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
川
く
だ
さ
い
。

な
お
、
I
U

休
館
日
は

▽
伊
叺
高
凖
=

―
～
4
日
・
1
2・
1
3

余
一
・
2
7
日

▽
熱
海
…
1
2
B

・
2
6・
2
7日

申
込
み
等
く
わ
し
く
は
、次
心

扣
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
伊
v
商
厚
:
巾
央
本
町
片
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
X
5
1
2
1

▽
熱
海
・
:
中
央
本
町
庁
舎
・
K

民
生
活
係

　
8
8
0
5
1
7
1

下
請
中
小
企
業

調
整
円
滑
化
資
金
融
資

対
象

中
小
企
棗
ま
た
は
參
梟

協
同
組
介
等
で

、
卸
東
呶
都

中
小
企
業
振
興
公
杜
の
認
定

を
受
け
た
万

使
途

取
引
先
の
多
角
化
や
新

分
野
進
出
等
に
伴
い
必
要
と
な

る
連
転
資
舍
i
た
は
設
備
資
金

融
資
限
度
韻
3
F
5
0
0
万
円
以
内

利
率

年
4
.
2
%

融
資
期
間

▽
運
転
資
金
・・・
1

年
以
上
5
年
以
内

▽
設
懾

資
金
…
1
年
以
上
7

年
以
内

※
区
で
は
信
用
保
証
料
の
自
己
負

細
分
を
令
額
裲
助
し
ま
す

。

申
込
受
付
期
間
3

月
3
1
日
(木
一

ま
で

申
込
場
所

▽
取
扱
指
定
金
融
機
関

▽
東
京
信
用
保
・証
協
会

▽
柬
京
商
工
指
導
所

▽
載
京
祁
労
働
経
酒
局
令
融

課
く
わ
し
ぐ
は
、巾
夬
本
町
庁
舎
・

指
導
育
成
係
(
　
宍
5
1
(
7
4
一

ま
た
は
都
・
労
働
経
済
局
金
融

課
(
　
拑
Q
)
1
1
1

狗
)
ま
で
。

新
入
学
児
童
・
生
徒
の

就
学
通
知
書
に
つ
い
て

4
月
か
禁

令

校
へ
入
学
さ
れ

る
お
f

さ
ん
(
昭
和
5
6
年
4

月
2

日
～
昭
和
5
7年
4
月
1

日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
)

の
就
学
通

知
書
は
、1
月
中
旬
に
保
4

者

あ
て
発
送
し
ま
す

。

ま
た
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ

る
方
心
就
学
通
知
書
は
、1
月

ド
句
に
在
学
小
学
校
か
ら
お
f

冫
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す

。

な
お
、
家
庭
參
情
や
お
子
さ

ん
の
身
体
的
理
由
等
に
よ
り
、

指
定
校
以
外
の
学
校
へ
お
f

兄

を
入
学
さ
せ
た
い
と
お
考
ヽ
あ

場

合
は
、1
月
中
に
就
学
通
知
書

と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え

、
学

參
第
一
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

※
区
政
小
・
中
学
校
に
人
学
を

希
望

さ
れ
る
外
国
人
刀
万
で

、

ま
だ
人
学
申
峭
の
1
統
S
を

し

て
い
な
い
方
は
、
印
か
ん
と
お
子

さ
ん
の
外
同
人
登
録
証
を
持

参
し
、学
嘔
第
一
係
へ
申
諸
し

て
ド
さ
い
。

問
合
せ
先

本
ま
∵
字
事
第

一
係

・
l
W
1
1
1
1
㈹

新
年
の
区
役
所

業
務
は
、
1
月
4

日
か
ら
開
始

し
ま
す
。公
社

施
設
は
、
5
日

か
ら
で
す
。

1
月
の

安
売
り
デ
ー

□
青
果
物
1

月
2
0
日
(

水
)

・
:
眞
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

□
魚
1

月
2
2
日
(

金
丁

・
青

い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

主
催

足
立
区
胥
巣
家

脊

ヂ
ー

協
議
会

、関
柬
水
産
物
商
業

協
同
組
今
西
新
井
支
部
・
千
住

攴
部

後
援

足
立
K
(

経
済
課
)

自
治
体
大
学

公
開
講
座

地
方
自
冶
の
し
く
み
や
自
洽
体

の
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、K

職
貝
と
と
も
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
I
U
3
0
H

～
3
月
2
6
H
(

全
2
0回
)
、f
H
…
午
後
6

時
3
0
分
か
ら

、
土
曜
日
…
午

後
2

時
か
ら
(
各
回
2

時
間
)

内
容
　

洫

帥
)
▽
行
政
法
(
兼
f

仁
氏
・
都
立
大
学
教
授
ほ

か
)
▽
自
治
体
行
政
学
(

新

藤
宇
令
氏

・
慳
修
人
学
助
教

授
)
　

▽
財
政
学
(
加
藤
芳

太
郎
氏

・
中
夬
大
学
教
授
)

▽
ま
ち
づ
ぐ
趾

」害
冢

次
氏
・

尼
筑
波
大
学
教
授
ほ
か
)

場
所

足
立
区
職
買
研
修
所

対
象
K

内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
・
費
用

一
J人
(
抽
選
)
、

無
料

申
込
方
法

件
滷
ハ
ケ
キ
に
住
所
、

氏
名

、電
話
番
吁
を
・記
入
二

部
の
み
心
受
講
も
可
)

申
込
期
限
1

月
1
5日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
職

員
研
修
所
(
〒
1
2
0綾
瀬
2
1
3
0
-
6

瑟
8
8
4
1
)

※
先
着
順
で
、I団

体
-
事
業
、3
ヵ
月

閖
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
も
の
=

☆
光
風
会
矢
沢
功
個
展
1

月
6

日
～
1
0
H
、午
前
1
0
時
I

午
後
6
時
/

西
新
片
区
民
↑

ル
/
第
1
9回
日
展
人
選
作
を
同

時
陳
列
し
ま
す
ノ
マ
哭
沢

　

川
6
8
0
8

=
募

集
=

☆
手
話
教
室
(

入
門
初
級
)

紅
週
L

曜
日
、T
後
3

時
～
4

時
3
0
分
/

勤
労
福
祉
会
館
(
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
⊇

月
額
W
円
(
テ

キ
ス
ト
代
別
)
/

マ
小
林
　
助

☆
花
畑
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
週
木
曜
日

、午
後
4

時
か
ら

(
ジ
ュ
ニ
ア
气

午
後
5

時
3
0
分

か
ら
シ
ェ
ア
)
/
花
畑
団
地

西
集
会
所
/
幼
児
か
ら
人
八
ま

で
/
指
碑
・
:
貝
粍
バ
レ
エ
川
加

笑
氏
/
月
額
4
千
5
0
0
円
、人
会

金
2
F

円
/

》
人
野

　
8
5
0
3

☆
将
棋
教
室
f

供
…
毎
週

廴
曜
日

、
午
後
2

時
～
4

時
、

女
們
…
毎
週
火
昭
日

、午
後
1

時
I
8

時
罔
止
和
将
棋
ク
ラ
ブ

ノ
f

供
・
:
K
内
小
学
生

、攵
性

…
K

内
心
俘
、
6
勤
万
万
/
f

供
…
無
料
、女
性
…
月
額
2

千

川
/

▽
日
本
将
棋
連
盟
足
皿
友

部

一
応
4
0
8
3

☆
花
畑
書
道
ク
ラ
ブ
E

毋
川

第
1

・
2

・
3
木
曜
日
、
T
後

1
時
～
3
時
/
花
畑
K
尺
セ
ン

タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
月
額
2

千
5
0
0
円
/
t
>
3
田
・
l
細
3
9

☆
デ
コ
イ
同
好
会
毎
週
日

曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/
自

宅
T
仕
甎
Ⅲ
町
1
2
-
1
0
)
/

木
製
野
鳥
佼
り
を
作
り
ま
す
/

月
額
千
5
0
0
円
/
マ
林
木
「圻
　

で
5
9
1

<訂
正
>

1
2月
2
0
日
り
6

而
の
「
学
校

給
食
調
理
業
務
心
民
間
委
託
」

の
記
嘔
で
、
見
出
し
が
3
校
追

加
と
記
載
し
て
あ
り
ま
し
た
か
、5

校
追
加
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

健

康

歯科衛生相談
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北保 健相談 所 　896- 4004
東 和保 健相談 所 　606- 4171
中央本町保健相談所 　880- 5361

日
時
・
場
所

▽
紅
週
火
曜
日

・
:
足
竄
保
鯉
所

、
中
臾
本
町

保
健
相
談
所

▽
毎
週
水
曜

日
…
江
北
保
健
相
談
所

▽

晦
週
金
曜
日
…
千
住
保
健
所
、

柬
和
傑
鮭
相
談
所

対
象
O

～
3

歳
*
-
s
乳
幼
児

内
容

脚
科
検
喰

む
し
歯
子

防
教
室

、必
要
心
ぢ
心
み
予
防

処
置
(

薬
塗
布
一

申
込
方
法

電
話
予
幻
(
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

も
表
刀
各
保

鯵
町
・
休
鰻
相
談
所

掲
示
板

□
土
地
の
利
用
変
更
を
さ
れ

た
方
へ

6
2
年
中
に
新
た
に
住
宅
と

そ
刀
敷
地
を
取
得
し
た
り
、

家
屋
の
用
途
変
町
、住
宅
刀

取
り
壊
し
な
ど
に
よ
っ
て
、

住
宅
川
地
刀
令
部
ま
た
は
一

部
を
住
宅
用
地
以
外
の
用
途

に
変
叭
し
た
ぢ
は
、「
閥
定
資

産
棍
刀
匯
七
用
地
等
申
告
卉
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
問
合
わ
せ
先

足
冫

祁
税
叺
E務
所

　
脱
2
1
-

―

□
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
半
導
体
技
術
科
受
講
生

募
集

日
程
2

月
1
日
～
8
日
ゝ
5
H

閧
、
延
2
0時
限
・

対
象

巾
小
か
業
に
働
く
簡

単
な
電
気
知
識
の
あ
る
方
、

ま
た
は
ず
導
体
技
術
に
関

心
心
あ
る
方

定
員
3
0

人

授
業
料

千
円

募
集
期
間
・
受
付
時
間
1

川
7

日
～
1
3
H
、
乍
前
8

時
3
0
分
I
午
後
7

時
(

日

曜
日
は
除
く

、L
曜
日
は

正
午
ま
で
。
咒
譱
順
一
)

問
合
せ
先

足
茫
高
等
職
業

技
術
専
門
校

　
臨
6
1

□
国
の
進
学
ロ
ー
ン

取
扱
い
期
間

一一一
年
4
月
ま
で

対
象

高
校
、
知
大
、
人
学

、

専
門
学
校
等
に
進
学
す
る

万
の
父
毋
。
た
だ
し

、
収

人
(

所
得

。
一
制
限
あ
り

触
資
額
1

人
の
進
学
者
に

つ
き
一
J万
円
以
内

返
済
期
間

進
学
す
る
学
・
w

心
修
支
年
限
以
内
で
最
長
4

年

利
率

年
5
.
7
%
莉

率
は
変

わ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
)

く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融
公

庫
千
住
攴
店
(

　
嵋
6
1
7
5
)

ま
た
は
相
談
セ
ン
タ
ー
(

　
2
7
0
4
6
4
9
)

ヘ


